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【授業目標・教育方針】
本講義は、複素関数の微分積分の基礎とその応用である。実関数、すなわち変数と値の範囲が実数の関数の拡張とし
て、範囲を複素数に拡げた複素関数の解析を取り扱う。
・複素数を平面上の点としてとらえ、通常の平面上の対象と複素平面上の対象とが同じに見えるようにする。
・実関数をモデルにして、自然な形で複素関数に拡張する。
・複素関数を複素平面の間の写像として視覚化することにより、複素関数を実体としてとらえる。
・複素関数を複素変数のままで取り扱えるようにする。
・複素数と複素関数の応用を重視する。

【授業概要】
本講義では、テキストを用いながら、次の内容について学ぶ。
・複素数とその応用
・複素関数とその視覚化
・複素微分と等角写像
・複素積分とコーシーの積分定理
・正則関数とその応用
・有理型関数と留数定理の応用

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：　今吉洋一　「複素関数概説」（サイエンス社）
この分野は、理工学への応用が多いため、たくさんのテキストや演習書が出版されている。「複素解析」、「関数論」と
呼ばれることが多い。図書館等で手にとって見て欲しい。その中で、いくつか参考書を挙げておく。
・高橋礼司「複素解析」（東京大学出版会）
・柴雅和「理工系複素関数論」（サイエンス社）
・藤原毅夫「複素解析の技法」（共立出版）
・遠山啓「関数論初歩」（日本評論社）
・M.R.Spiegel,[ Complex Variable with an introduction to conformal mapping and its applications](McGraw-Hill) この書は、英
語で書かれているが、価格も安く問題も豊富でよい演習書である。また、大学院受験のための演習書としては、次の
ものがある。
・姫野・陳共著「演習大学院入試問題数学 III 第２版」（サイエンス社）
演習は、講義の中でプリント教材を配布する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【メッセージ】
この科目は、理工学における基礎科目です。多くの受講を期待しています。

【成績評価方法】
［前期］期末試験：80%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力

【授業計画】（授業名：複素解析）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 ～ 2 複素数 複素数とその応用
3 ～ 4 複素関数 複素数の視覚化

初等関数および超越的初等関数
5 ～ 6 複素微分 複素微分および偏微分

等角写像
レポート：複素微分と
等角写像

7 ～ 8 複素積分 平面上の曲線と領域
コーシーの積分定理

レポート：複素積分

9 ～ 11 正則関数 コーシーの積分公式
正則関数のテイラー展開

レポート：複素積分の
計算

12 ～ 15 有理型関数 有理型関数
留数定理
実積分への留数定理の応用

レポート：ローラン展
開、留数定理の応用
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